
2026.10．1 議員定数削減反対宣伝行動 

 
 

自民党と日本維新の会が、衆議院の比例定数削減法案成立を狙う臨時国会開会を前に、

日本婦人団体連合会（婦団連）は、1日、御茶の水駅前で、「女性の声が届く国会に！ ス

トップ！議員定数削減」を掲げ、街頭宣伝を行いました。 

 婦団連の小畑雅子会長は、「議員定数、とりわけ比例代表の削減は、議会の構成を歪

め、民主主義の根幹を揺るがすもの。切り捨てられるのは、私たち主権者の願い、多様な

要求だ。主権者の声が反映する民主政治をめざして、議員定数削減反対の声をあげていこ

う」と訴えました。 

 婦団連の柴田真佐子副会長は、幅広い呼びかけ人による「議員定数削減反対！緊急アク

ション」のとりくみを紹介し、賛同、院内集会への参加を呼びかけました。 

 自由法曹団女性部、婦人民主クラブ、新日本婦人の会、国公労連女性協の参加者がリレ

ートークし、「比例代表の定数の削減は、女性議員数の削減につながる。女性の声を国会

に届けるために、定数削減に反対しよう」「日本の人口当たりの国会議員数は、今でも世

界 193 か国中 172 位という少なさ。さらなる削減など許せない」などと訴えました。 

 チラシを受け取った人からは、「議員定数削減の動きに不安を持っている」「比例代表中

心の選挙制度へと改革してほしい」などの声が寄せられました。 


